※　実施要領・仕様書の内容を確認した上で、次の事項について具体的に提案してください。

１　不登校児童生徒学習・居場所支援事業委託の基本的な考え方（６点）
不登校児童生徒学習・居場所支援事業委託の意義や目的をどのように考えますか。本区の不登校の状況及び仕様書に示した業務内容を踏まえてご記入ください。

２　事業委託の業務体制について（１５点）
（１）仕様書にある不登校児童生徒学習・居場所支援事業委託を効率的かつ円滑に実施するために、業務責任者及び指導員の配置等をどのような体制で実施しますか。具体的に記述してください。

（２）支援対象者が置かれている環境は、千差万別で複雑な状況にあるケースが少なくないです。特に、支援対象者と心理的アプローチを通じて、信頼関係を醸成していくことが求められます。このことを念頭に、支援対象者それぞれに適した教育指導や支援の内容や手法を決定していくことが求められます。これを踏まえ、業務責任者及び指導員の配置及び実施方法についてどのようにお考えですか。具体的に提案してください。

（３）事業を円滑に行うために、各小・中学校や保護者との連絡調整等を含め、何が必要だとお考えですか。また、それを実現するために、どのような取り組みをされますか。

３　管理体制について（１２点）
（１）不登校児童生徒学習・居場所支援事業委託に際し、業務責任者及び指導員の人材はどのように確保されますか。確保の方法、新たな採用計画について、記載してください。また、業務責任者及び指導員の事故や病気等で急な欠員が生じた場合は、どのようなフォロー体制をお考えですか。

（２）業務に関する知識や技術向上のための研修の実施や業務履行状況の把握や業務進行管理等の業務責任者及び指導員への支援や指導はどのように行いますか。学校や教育委員会、保護者との打ち合わせや調整の方法などを含めて具体的に提案してください。

（３）業務責任者及び指導員の安定した就労を行うために、労働関係法令等の日本国の法令を遵守するなど、就労の管理や勤務体制等についてどのような取り組みを行っているか記入してください。

（４）適切な業務を行うにあたり、特に業務責任者の役割や学校、保護者との連絡体制の方法や対応について、提案してください。

４　実施内容について（２５点）
（１）居場所支援事業を通じた支援対象者のコミュニケーション能力の育成及び自立心を高めるために、どのようなプログラムを作成し、支援及び指導をしますか。具体的なプログラムを提案してください。

（２）支援対象者の保護者も相談先がなく、家庭内で様々な不安を抱え込んでしまう傾向があり、そのような保護者への支援も必要となります。保護者の不安等を解消するために、どのような支援相談体制を構築・運用しますか。具体的な支援相談体制の構築・運用計画を提案してください。

（３）学校やフリーステップルームに行けなくても、支援対象者が人とつながることができる環境を提供していくことは必要です。そこで、バーチャル・ラーニング・プラットフォームを活用していくことが求められます。この活用を通して、支援対象者のコミュニケーション能力の育成や心身の安定につながるカウンセリングを実施するために、どのような支援・指導を実施していきますか。具体的な支援・指導計画を提案してください。
（４）支援対象者個人が学習したい内容を選択したり、支援対象者が国語や社会等の教科から選択したりできる学習環境を構築することが求められます。支援対象者の興味関心に応じた学習環境を提供するための工夫を提案してください。
（５）学校に行けない支援対象者にも、学校生活と同様に他者とのかかわりを創出し、社会性やコミュニケーション能力の育成を図っていかなければなりません。このことを実現するために、支援対象者の興味関心に応じた体験活動及び校外学習のプログラムをどのように企画し、実施していきますか。具体的なプログラム・実施計画を提案してください。
５　安全対策について（９点）
業務における個人情報の保護や情報管理、防犯対策、ハラスメント防止、ケガ、心のケア、災害時などの安全対策について、提案してください。

６　その他の提案（５点）
本仕様書に沿って、業務をより効果的かつ円滑に実施するための独自の取り組み等について、提案してください。

